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魚津市荒町

小浜印刷所

口のうごき

生 69人
亡 24人
姻 17組
婚 2件

日

か

ら

営

業

は

じ

め

る

し
尿
処
理
の
悩
み
解
消

処

理

能

力

日

九

O
日
トル

魚
津
、
黒
部
、
入
昔
、
朝
日
、

・宇
奈
月
の
二
市
一
ニ

v

v
町
で
つ
く
っ
て
い
る
共
同
し
尿
処
理
場
は
、
入
拡
一日町

山

戸
板
屋
地
内
ハ
お
よ
そ
一
万
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
'
の
敷

γ

U

地
〉
に
去
年
4
月
か
ら
工
事
を
す
す
め
て
い
ま
し
た
~

ヘ
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

7
月
中
旬
か
ら
は
加

v

v

温
装
置
等
の
試
験
操
業
を
は
じ
め
ま
し
た
が
、
順
調

八

山
な
の
で
、

8
月
l
日
か
ら
営
業
脅
開
始
す
る
こ
と
に

v

u

な
り
ま
し
た
。

H

・

一
一
一
一

方

法

dz
v
fゐ
v
わ
れ
る
と
お
り
、

1
日
の
し
尿
量
の

日
日
分
の
容
積
(
一

、
三
五
0
キ
ロ
リ

ッ
ト
ル
')
を
も
ち
、
一
楢
で
二
地
分

以
上
の
消
化
能
力
を
発
揮
し
ま
す
。

地
内
の
温
度
は
摂
氏
お
皮
を
保
つ
た

め
ボ
イ
ラ
ー
で
調
節
し
ま
す
。

・
分
解
し
た
し
尿
は
、
メ
タ
ン
ガ
ス
を

発
生
し
、
脱
隙
液
と
消
化
汚
泥
に
わ

か
れ
、
汚
泥
は
脱
水
し
乾
燥
さ
れ
肥

料
に
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た、

メ
タ
ン

ガ
ス
は
消
化
出
加
担
の
燃
料
と
も
な

り
ま
す
。

・
脱
離
政
は
、
高
速
散
布
床
で
、
う
す

め
ら
れ
、
更
に
砕
石
の
表
団
に
繁
殖

す
る
菌
に
よ
っ
て
十
分
時
化
さ
れ
、

最
終
沈
で
ん
地
で
最
後
の
し
あ
げ
を

し
て
滅
菌
し
た
う
え
川
に
放
流
さ
れ

ま
す
。

(写
真
)
し
尿
処
理
場
全
景

①
リ
投
入
室

①
H
機
械
室

①
H
U
消
化
そ
う

5
カ
所
の

公
園
工
事
す
す
む

夏

に

多

しミ

交

通

事

故

あ

れ

れ

の
き
ま
り
が

一
部
改
め
ら
れ
、

7
月
刊

日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

V
・:
こ
れ
ま
で、

横
断
歩
道
に
さ
し
か

か
っ
た
車
は
、

一
時
停
止
す
る
か
、

ま
た
は
徐
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
横
断
歩

道
に
そ
っ
て
歩
行
者
が
横
ぎ
っ
て
い

る
と
き
ゃ
、
横
ぎ
ろ
う
と
し
て
い
る

と
き
は
、
か
な
ら
ず
そ
の
手
前
で
一

時
停
止
を
し
て
、
歩
行
者
の
通
行
を

妨
げ
て
は
な
ら
な
い
乙
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
道
路

で
「
横
断
歩
道
」
の
標
識
が
立
っ
て

い
る
場
所
で
も
、

一
時
停
止
し
な
り

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
人
命
尊
重
の
た
て
ま
え
か
ら
、
こ

の
き
ま
り
を
し
っ
か
り
と
守
り
ま
し

ょ
う
。

(
魚
津
笹
山
口
川
署
U

身
体
障
害
者
の
雇
用
を
す
す
め
る

。
議
会
が
推
せ
ん
し
た
学
識
経
験
者

関
口
昌
次
(
天
神
野
新
)

晴
(
三
田
〉

長
田
日

乙
の
処
理
場
は
、
二
市
三
町

の
人
口
約
一
四
万
人
の
う
ち
、

特
別
清
掃
区
域
内
の
約
七
万
三

千
人
を
対
象
に
し
て
建
設
さ
れ

た
も
の
で
す
が
、

一
日
お
よ
そ

九
十
キ
ロ

リ
ッ
ト
ル
'
(
五
百
石
)

の
処
理
能
力
(
一
人
一
日
一
リ

ッ
ト
ル
と
す
る
と
九
万
人
分
〉

を
も
っ
て
い
ま
す
。

総
工
事
費
は
一
億
四
千
万
円

(
う
ち
国
か
ら
の
補
助
二
千
六

百
万
円
〉
で
西
原
環
境
衛
生
研

究
所
が
工
事
を
請
負
い
、
処
理

万
式
は
、
ネ
オ
促
進
消
化
方
式
で

加
温
式
と
い
わ
れ
、
日
日
の
短

期
日
で
し
尿
を
処
理
で
き
る
の

が
特
色
で
す
。
ま
た
薬
品
を
使

わ
ず
、
経
費
が
安
く
、
消
化
物

の
利
用
も
で
き
る
と
い
う
近
代

的
な
設
備
で
す
。

し
尿
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
大
へ
ん

と
め
い
わ
く
を
お
か
け
し
ま
し

た
が
、
乙
の
処
理
場
の
完
成
に

よ
り
し
尿
の
く
み
と
り
も
順
調

に
な
り
、
も
う
心
配
は
な
く
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
一
一
一
一
一

処

理

の

真
夏
の
太
陽
が
容
し
ゃ
な
く
照
り
つ

け
、
車
も
人
も
暑
さ
に
負
け
そ
う
に
な

っ
た
と
き
H

交
通
事
故
山
が
起
り
ま
す
0

.夏は
、
た
だ
で
さ
え
寝
苦
し
い
夜
が

続
い
て
睡
眠
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。

い
ね
む
り
運
転
や
わ
き
見
運
転
な
ど

過
労
か
ら
く
る
事
故
が
目
立
つ
の
も
こ

の
季
節
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
な
く
す
る
た
め

に
、
車
を
運
転
す
る
人
は
、
深
酒
や
夜

ふ
か
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
運
転
中
、
ね
む
気
を
催
し
た

と
き
は
、
車
を
と
め
て
、
五
分
で
も
十

分
で
も
体
を
休
め
て
か
ら
、
運
転
す
る

と
い
っ
た
心
が
け
が
た
い
せ
つ
で
す
。

夏
は
だ
る
い
、
頭
が
ぼ
ん
や
り
す
る
と

い
う
の
は
、
車
を
運
転
す
る
人
だ
け
に

か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
歩
く
人
も
自
転
車
に

ちR

l_ 

乗
る
人
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
ゆ
る

み
か
ら
、
悲
惨
な
交
通
事
故
の
被
害
に

か
か
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た
い
も

の
で
す
。

と
く
に
こ
ど
も
は
、
外
で
自
由
に
遊

び
ま
わ
り
、
交
通
事
故
に
さ
ら
さ
れ
る

危
険
も
、
そ
れ
だ
け
多
く
な
り
ま
す
。

高
校
生
、
中
学
生
は
「
自
転
車
の
事

故
」
、
小
学
生
は
「
車
の
直
前
、
直
後

の
横
断
」

、
幼
児
の
場
合
は
、

「
道
路

で
の
遊
び
、
道
路
で
の
ひ
と
り
歩
き
」

が
、
事
故
の
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な

ω注
意
で
、
こ
の
夏
を
安
全

に
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

横
断
歩
道
で
は
か
な
ら

ず
一
時
停
止
を

運
転
者
の
み
な
さ
ん
、
乙
ん
ど
交
通

最
近
各
商
活
工
場
の
現
場
で
は
、
求
月
額
約
千
円
で
す
。

火

災

復

興

区

域

内

に

公

園

を

つ

く

る

人

難

、

労

働

力

不

足

の

声
が
聞
か
れ
る
も
六
カ
月
間
)

工
事
は
、
去
る

5
月

か

ら

す

す

め

て

い

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

今

や

ひ

と

こ

ろ

ま

た

東
京
、
大
阪
を
は
じ
め
、
全
固

ま

し

た

が

、

乙

の

ほ

ど

二

百

万

円

の

工

の

就

職

難

の

時

期

と

異
り
、
身
体
に
支
十
カ
所
の
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
所
で

費
で

5
カ
所

(
カ
ー
バ
イ
ド
鎖
、
道

下

障

の

あ

る

人

も

仕

事

を

し
よ
う
と
い
う
は
、
時
計
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
修
理
、

保
育
園
般
、
県
鮭
鱒
漁
協
葉
、
富
山
第

熱

意

が

あ

れ

ば

、
そ
の
残
存
労
働
能
力

縫
製
、
勝
写
印
刷
、
理
容
、
製
図
工
、

一
ク
リ
l

ニ
ン
グ
裏
、

魚

津

製

作

所

を

活

か

し

て

り

っ

ぱ

な

職

業

人

に

な

れ

刻

印

工

等

の

社

事
を
教
授
し
て
お
り
、

横

〉

に

で

き

あ

が

り

ま

し

た

。

る

好

期

で

す

。

入

所

は

毎

年

4
月
と
日
月
に
な
っ
て
お

こ
の
う
ち
一
部
は
、
藤
棚
や
ベ
ン
チ

障
害
の
程
度
が
重
く
て
職
に
つ
い
て
り
ま
す
。
(
授
業
料
は
無
料
で
本
人
負

便

所

水

飲

、

水

銀

灯

な

ど

が

と

り

つ

も

す

ぐ

に

一

般

の

人

と

同

様

に

仕

事

を

担

は
食
自
の
み
)

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
は
、
金

続

け

難

い

人

に

対

し

て

は

、
障
害
者
を
魚
津
職
安
で
は

7
月
中
を
雇
用
促
進

柵

の

と

り

つ

け

が

終

り

、

逐

次

整

備

さ

現

場

訓

練

す

る

た

め

手

当
が
支
給
さ
れ
月
間
と
し
て
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し

れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て

い

ま

す

。

乙

る

こ

と

と

な

っ

て

お

り

京

す

。

手

当

の

た

が

、
期
間
後
も
引
き
つ
づ
き
と
相
談

れ
で
同
区
域
内
の
公
園
は
七
カ
所
に
な

写
真
リ
市
民
の
思
い
場
と
し
て
で
き
あ
一
額
は
、
障
害
者
を
一履
入
れ
よ
う
と
す
る
し
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

り
ま
し
た
ρ

が
っ
た
港
町
の
公
園
一
事
業
主
に
月
額
約
五
千
円
、
障
害
者
に

(

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
)

関
口
時
二

(
木

下

新

〉

員

の

選

挙

は

、
所
有
権
者
か
ら
選
ぶ
委

口
問
の
候
補
者
は
定
員
を
二
名
超
え
ま
し

。
農
業
協
同
組
合
、
農
業
共
済
組
合
よ

、

}

、

t
・

た

の

で

、

去

る

お

日
専
売
公
社
魚
津
出

り
批
せ
ん
さ
れ
た
組
合
到

ミ

メ

司

張

所
で
行
わ
れ
、
選
挙
の
結
果
次
の
万

高
木
源
次
会
一
ケ
)

山
口
与
次
郎
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

(
出
〉
森
実
寿

(料
自国
)

宮
坂

O
宅
地
所
有
権
者
の
部

儀
市
(
大
海
守
新
村
〉
稲
盛
静
治

大
島
正
治
(
釈
迦
堂
〉

山

本

重
正

(
石
垣
新
)
徳
本
忠
一
郎
(
東
城
)

(
北
鬼
江
〉
松
田
栄
作
(
上
村
木

大
崎
利
吉
(
上
村
木
)
大
崎
利
三

町
)
西
浦
繁
男
(
杓
木
)
(
呂
田

男

(
北
鬼
江
)
杉
山
博
吉
(
江
口
〉

栄
次
則

(
上
村
木
〉
井
原
木
作
男

吉
野
権
四
郎
(
天
神
野
新
)
中
尾
政

(
釈
迦
堂
)
宮
田
与
吉
(
上
村
木
)

一
(
長
引
野
〉
伊
東
清

一
(
六
郎

丸
〉

O
借
地
権
者
の
部

油
本
十
郎
(
村
木
〉

な
お
学
識
経
験
者
と
し
て
次
の
方
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

窪
田
杉
次
郎
(
村
木
)
住
吉
久
太

郎
(
村
木
)

な
お
、
初
の
審
議
会
は
去
る
ぬ
日
市

役
所
議
場
で
行
い
、
会
長
に
住
吉
久
太

郎
、
副
会
長
に
山
本
重
正
の
各
氏
を
選

び
ま
し
た
。

臨

時

市

議

会

ひ

ら

く

農
業
委
員
と
し
て
選
任
す
べ
き
者
を

推
せ
ん
す
る
た
め
の
臨
時
議
会
は
、
去

る
7
月
日
日
招
集
さ
れ
、
次
の
両
氏
を

推
せ
ん
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

な
お
予
算
外
義
務
負
担
を
な
す
に
つ

い
て
は
、
経
田
漁
港
改
修
工
事
を
予
算

外
義
務
負
担
と
し
て
工
事
に
着
工
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

関

口

昌

次
(
天
神
野
新
一

ニ
O
二
)

1
1

巨・ヨ

i

i
 

(三
田

長

間

で
は
、
し
尿
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
簡
単
に
述
べ
ま

す
と
、

・
運
ば
れ
て
き
た
し
尿
は
、
投
入
間
へ

投
入
さ
れ
、
カ

ス
は
自
動
的
に
取
り

去
ら
れ
、
脱
水
し
た
上
焼
却
炉
で
焼

き
ま
す
。

・
投
入
槽
を
通
っ
た
し
尿
は
、
混
合
的

で
汚
泥
と
脱
離
液
で
十
分
種
づ
け
さ

れ
消
化
槽
に
送
り
こ
ま
れ
ま
す
J
0

.
消
化
糟
は
単
楠
式
で
日
日
消
化
と
い

七
九
二
)

農=

業一
き
委=
ま 員二

る

農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
蚕
員
は

無
競
争
に
よ
り
次
の
よ
う
に
き
ま
り
ま

し
た
h

ま
た
農
業
協
同
組
合
、
農
業
共

済
組
合
よ
り
推
せ
ん
さ
れ
た
組
合
理

事
、
議
会
が
推
せ
ん
し
た
学
識
経
験
者

も
次
の
よ
う
に
き
ま
り
ま
し
た
。

な
お
農
業
委
員
会
は
、
去
る

μ
日
ひ

ら
か
れ
、
委
員
長
に
伊
東
清
一
氏
を
選

び
ま
し
た
。

〈〉
選
挙
に
よ
る
委
員

宝
田
保
(
印
国
)
山
口
助
夫
(
住

吉
)
広
田
延
太
郎
(
大
海
寺
野
村
)

上
野
富
平
(
坪
野
)
河
崎
浅
之
助

(
金
山
谷
〉
溝
口
語
蹴
(
升
万
)

西
尾
順
之
助
(背
島
〉
相
馬
庄
八

ハ
相
ノ
木
)

黒
田
清
一
(
黒
谷
)

小
林
小
左
衛
門
(島

尻

)

清
水
弥

太
郎
(
浜
経
団
)
高
島
作
右
ヱ
門

ぺ
蛇

田

)

谷
口
民
之

(
長
引
野
)

駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理

審
議
会
委
員
き
ま
る

駅
前
地
区
土
地
区
岡
盤
理
審
議
会
委

ハ
期
間
は
い
す
れ

E置E週圃-耳目

も
の
(
経
験
者
)
は
二
五

O
円

・
右
以
外
の
も
の
〈
初
心
者
)
は
五

0
0
円

マ
受
講
申
込
書
は
市
役
所
か
ら
追
っ
て

配
布
す
る
予
定
で
す
。

マ
講
習
会

日
時

8
月
初
日
午
前
川
時
か
ら

場
所
市
民
会
館

H

住

民

検

診

μ

結
核
の
早
期
発
見
の
た
め
校

下
を
巡
回
し
て
住
民
検
診
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、

8
月
の
日
程

は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
診
は
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ

う
。
料
金
は
無
料
で
す
。

マ
西
布
施

8
月
5
日
U
布
施
爪
区
長
宅

(前
叩
i
正
午
〉

蛇
旧

川

ク
ラ
プ

(後
1
i
4
)

川

6
H日
目
黒
沢
ク
一
フ
プ
(
前
叩
i
H
)

川

長
引
野
ク
ラ
プ

(
正
午

i
l
-

川

初

)

連

絡

所

(

後

2
1
4
〉

川
マ
天
神

川

辺
日
H
木
下
新
ク
ラ
ブ
〈
前
川

{

川

正

午

)

東

尾
崎
ク
ラ
プ

(後

川

l
i
4
)

川

お

日

H
青
柳
安
田
金
治
宅

(前
叩

川

i
m
・
叩
)
東
山
ク
ラ
プ

(

川

前
日

t
後
1
)

小
学
校
(
後

川

1
・
釦

t
4〉

川
マ
上
野
方

川

お
日
日
開
ク
ラ
ブ
(
前
叩
i
正
午
)

川

大

海

寺
野
ク
ラ
プ
ハ
後
1
3(
4
)

川

9
月
2
日
リ
石
国
ク
ラ
プ

(
前
山

富
山
県
笹
祭
本
部
で
は
、
全
国
都
道

川

i
正
午
)
農
協
前
(
後
1
i

府
県
の
無
縁
仏
の
う
ち
、
発
見
当
時
の

川

4
U

写
真
や
持
物
、

着
衣
な
ど
の
比
較
的
は

川
マ
加
積

っ

き

り

し
て
い
る

一
、
五

Oυ
体
余
り

川

8
月
幻
日
H
棋
枕
ク
ラ
ブ
(
前
叩
の
資
料
を
集
め
て
お
り
ま
す
。
乙
の
資

川

i
正
午
)

袋
荒
地
宅
(
後
1

料
を
次
の
日
程
で
身
寄
り
、
お
心
当
り

川

i
y
〉
公
民
館
(
後

2
-m
の
方
に
公
開
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
か

川

1
4
〉

ら

ぜ

ひ

お

い

で

く

だ

さ

ぃ

。

川

9
月
2
日
H
古
島
伊
東
宅
〈
前
印
日
時

8
月
5
日

・
6
日

・
7
日

川

i
正
午
)
公
民
館
(
後
1
J

午
前
9
時
i
午
後
5
時

川

4
〉

場
所
市
民
会
館

…
マ
刊
日
3
日
H
保
育
園
ハ
前

m
l正

富

山

県

警

察

官

の

募

集

川

午
〉
宮
津
会
館
へ後
i
i
4
)

。

川

9
月
5
日
日
小
学
校
(
前

m
j後

富
山
県
で
は
笹
察
官
を
次
の
よ
う
に

川

4
)

募
集
し
て
い
ま
す
り

川
一〉
村
木

マ
募
集
期
間

H
9月
同
日
ま
で

川

9
月
3
日
H
U
北
電
前
(
前
日

i
後

マ
受
験
資
絡
H
昭
和
同
年
4
月
2
日
か

川

4
〉

ら

同

加

年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

川

9
月
4
日
H
諏
訪
術
会
館
前
(
前
汁
男
子
。

川

叩

J
後
4
)

た
だ
し
来
年
3
月
高
等
学
校
卒
業
見

込
み
の
方
は
、
昭
和
計
年
4
月
1
白

川

狩

猟

者

講

習

会

日
!
日
」
に
生
れ
た
方
が
受
験
で
き
ま

川

初
日
市
民
会
館
で

1
マ
体
格
H
身
長

二
ハ
五
セ
ン
チ
メ
l
卜

川
狩
猟
者
講
習
会
は
、
狩
猟
法
の
一
戸
以
上
、
体
重
お
お
む
ね
五
三
キ

ロ

川
部
改
正
に
よ
っ
て
・、
次
の
要
領
で
開
グ
ラ
ム
以
上

川
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
免
許
を
受
け
よ

マ
学
力
H
高
等
学
校
卒
業
と
同
等
の
学

川
う
と
す
る
方
は
、
も
れ
な
く
受
講
し

力

で

学

歴
は
聞
い
ま
せ
ん
。

川
て
く
だ
さ
い
D

な
お
受
付
は
各
響
察
署
で
行
っ
て
お

川
マ
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
り
ま
す
。
(
魚
津
欝
祭
署
)

川
は
原
則
と
し
て
県
知
事
が
管
轄
す

川

る
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の

い

市

政

公

聴

会

川
マ
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は

川

山

川

あ
ら
か
じ
め
「
狩
猟
者
講
習
会
受

〉

市
政
公
聴
会
を
次
の
日
程
に
よ
り

い

川

講
申
込
書
」

に
手
数
料
(
県
収
入

…

ひ
ら
き
ま
す
。

山

印
紙
)
を
添
え
て
、
市
役
所
農
林

〉

8
月
山
日
午
後
2
時
i
4
時

川

諜
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
o

ん

天
神
小
学
校
講
堂

川
マ
手
数
料

い

8
月

m日
午
後
2
時

t
4
時

川

・

昭
和
お

・
お

-
U
年

度

の

同

種

~

松

倉

小

学
校
講
堂

川

狩
猟
免
許
を
連
続
し
て
受
け
た

編
祉
年
金
の
証
書
は

早
く
だ
し
て
く
だ
さ
い

マ
:・
老
令
、
障
害
、
母
子
福
祉
年
金
の

受
給
者
で
、

5
月
期
の
支
払
い
を
受

け
た
後
、

証
書
を
市
役
所
へ
提
出
し

て
い
な
い
人
は
、
至
急
印
鑑
と
い
っ

し
ょ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
(
犯
年

度
の
受
給
金
額
を
記
載
す
る
た
め
)

マ
・・・
証
書
を
出
し
て
保
管
証
を
受
け
た

人
で
、
定
時
状
況
届
に
ま
だ
押
印
し

て
い
な
い
人
は
、
市
役
所
年
金
係
へ

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ゆ
く
え
の
わ
か
ら
な
い
人
を

さ

が

す

運

動



(2) 

計

画

的

な

(附27年 9月13日)
第3種郵便物認可

子
供
た
ち
に
は
楽
し
い

夏
休
み
で

す
。
と
こ
ろ
で
夏
休
み
は
学
校
か
ら
解

放
さ
れ
、
家
庭
ぜ
も
放
任
さ
れ
が
ち
に

な
る
場
合
が
多
い
の
で
、
お
の
ず
と
遊

ぶ
時
間
が
多
く
な
り
、
や
や
も
す
る
と

不
規
則
に
な
り
易
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
乙
の
時
期
に
は
、
不
慮
の
事

故
と
く
に
水
死
事
故
や
、
伝
染
病
、
夜

遊
び
か
ら
の
不
良
佑
等
が
多
く
な
る
た

め
、
地
域
社
会
に
お
い
て
も
、
親
と
し

て
も
児
童
の
生
活
指
導
が
必
要
で
、
児

童
を
惑
い
環
境
か
ら
ま
も
り
、
正
し
い

方
向
に
導
く
と
い
う
こ
と
が
も
っ
と
も

大
切
で
す
。

魚
津
市
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、

夏
休
み
の
く
ら
し
方
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
が
、
各
ご
家
庭
で
は
次
の
よ
う

な
こ
と
に
注
意
し
て
、

夏
休
み
を
意
義

の
あ
る
も
の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。

マ
学

習

・
午
前
叩
時
ま
で
外
出
し
な
い
で
、
計

画
し
て
い
る
学
習
や
家
事
の
手
伝
い

を
さ
せ
る
。

マ

外

出

・
外
出
は
行
き
さ
き
、
帰
宅
時
刻
を
家

の
人
に
つ
げ
て
で
か
け
る
よ
う
。

・
見
知
ら
ぬ
人
に
誘
わ
れ
た
と
き
の
態

幸良広市津

く

び
集

団

的

ほ

し、

魚

乙
と
し
は
長
雨
と
日
照
不
足
に
よ
り

例
年
に
な
く
葉
い
も
ち
が
山
間
地
借
を

一中
心
に
、
山
ろ
く
平
坦
地
と
市
内
全
域

一に
蔓
延
し
て
、
今
後
は
ほ
く
ぴ
い
も
ち
、

一
校
使
い
も
ち
の
発
生
に
よ
り
減
収
が

行
一
予
想
さ
れ
る
と
と
も
に
、
米
質
の
低
下

老

一
が
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
気
象
庁

ト
一
一
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、

8
月
中
は
周
期

f
一
的
に
侭
温
に
見
舞
わ
れ
る
等
、
天
候
が

川

一
余
り
よ
く
な
い
よ
う
で
す
か
ら
、
今
後

ー
リ
一
は
ほ
く
び
い
も
ち
に
重
点
を
お
い
て
集

汁
一
図
的
に
防
除
を
励
行
し
て
く
だ
さ
い
0

1
一

薬
剤
散
布
の
場
合
は
、
粉
剤
は
叩
ア

涼
一
ー

ル
当
り
コ

τ四
防
、
液
剤
は

二

一O

和
一
、
，t
一
五

O
リ
ッ
ト
ル
'を
傑
準
と
し
、
出

自

一
穂
直
前
の
場
合
は
、
下
葉
に
も
十
分
付

i
一
着
す
る
よ
う
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

一

薬
剤
は
水
銀
剤
、

プ
ラ
エ
ス
剤
が
あ

)
一

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
薬
剤
を
使
う
場

号

一
合
も
散
布
量
を
充
分
に
し、

天
候
の
惑

か
一

い
場
合
や
葉
い
も
ち
の
出
て
い
る
水
田

炉同一

に
は
次
の
よ
う
に
三
回
散
布
す
る
よ
う

G
一
に
し
て
く
だ
さ
い
。

第
一
回
H
出
穂
直
前
(
は
し
り
穂
の

出
た
と
き〉

生

活

を

度
を
指
導
し
て
お
く
こ
と
。

・
日
没
後
は
外
で
遊
ば
な
い
っ
夜
間
外

出
は
家
の
人
と
な
ら
午
後
9
時
ま
で

は
よ
い
。

・
盆
踊
り
は
家
族
の
も
の
と
見
に
行
く

と
と
。
山
時
ま
で
に
帰
宅
す
る
こ
と

(
た
だ
し
校
下
だ
け
)

マ
小
づ
か
い

・
小
づ
か
い
は
小
づ
か
い
帳
に
記
入
す

る
よ
う
指
導
し
、
む
だ
づ
か
い
し
な

い
よ
う
に
す
る
。

マ
ラ
ジ
オ
体
操

・
早
寝
早
起
の
奨
励
お
よ
び
夏
休
み
中

も

ち防
除

を

第
二
回
H
穂
揃
い
期

第
三
回
H
傾
穏
期
(
出
穂
日
日
頃
)

な
お
プ
ラ
エ
ス
剤
を
使
用
す
る
場
合

は
、
防
じ
ん
め
が
ね
を
着
け
て
散
布
が

終
っ
た
ら
、
顔
や
限
を
よ
く
洗
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
e

農
業
異
常
気
象
対
策

本
部
を
つ
く
る

本
格
的
な
夏
型
の
天
候
と
と
も
に
稲

作
も
や
や
好
転
の
き
ざ
し
を
み
せ
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
5
月
来
の
異
常
天
候

の
た
め
、
稲
は
軟
弱
徒
長
し
て
葉
い
も

ち
の
発
生
が
非
常
に
多
く
、
今
後
ほ
く

び
い
も
ち
を
誘
発
し
、
災
害
が
大
き
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
u

市
で
は
、
県
の
農
業
不
良
天
候
対
策

に
呼
応
し
て
、
農
業
異
惜
気
象
対
策
本

部
争
設
置
し
、
市
農
業
指
導
者
の
え
い

智
を
結
集
し
て
災
害
防
止
に
万
全
の
体

制
を
と
る
乙
と
と
な
り
ま
し
た
。

対
策
本
部
の
構
成
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。

き
ま
り
あ
る
生
活
を
続
け
さ
せ
る
立

場
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
さ
せ
る

よ
う
に
す
る
。

マ

水

泳

・
水
泳
は
指
定
場
所
以
外
で
の
水
泳
を

禁
止
す
る
。
と
く
に
漁
港
内
で
の
水

泳
は
禁
示
す
る
3

・
水
泳
の
時
間
は
午
後
1
時
か
ら
4
時

ま
で
と
し
、
時
間
は
赤
旗
で
し
ら
せ

る
よ
う
配
慮
し
た
方
が
よ
い
。

・
泳
ぐ
前
の
準
備
(
準
備
運
動
、
水
を

か
ぶ
る
等
)
を
実
行
さ
せ
る
。

・
事
故
が
お
き
た
と
き
の
処
置

つ
て
の

場
で
呼
び
か
け
、
連
絡
な
ど
)
を
指

導
し
て
お
く
。

・
い
っ
し
ょ
に
い
っ
た
友
だ
ち
は
必
ず

い
っ
し
ょ
に
か
え
る
よ
う
に
す
る。

マ
遊

び

・
花
火
、
爆
発
物
を
使
つ
て
の
遊
び
は

危
険
で
あ
る
こ
と
を
教
え
、
禁
止
す

る
。
た
だ
し
家
の
人
と
線
香
花
火
を

す
る
の
は
差
し
っ
か
え
な
い
。

・
お
宮
、
お
寺
の
境
内
で
遊
ぶ
場
合
は

許
し
を
得
て
遊
ぶ
よ
う
指
導
す
る
0

.
交
通
頻
繁
な
道
路
で
の
自
転
車
乗
り

遊
び
お
よ
び
自
転
車
二
人
乗
り
は
禁

止
さ
せ
る
。

マ
映

回

・
夜
間
映
画
(
映
画
館
上
映
の
も
の
〉

の
観
賞
禁
止
。
推
せ
ん
映
画
以
外
は

観
賞
禁
止
す
る
。

(
写
真
H
村
木
公
園
で
の
朝
の
ラ
ジ
オ

体
操
)

本
部
長
リ
市
長

副
本
師
長
H
助
役

委
員
H
市
議
会
産
業
経
済
委
員
長
、

農
業
委
員
会
長
、

農
業
改
良
普
及
所

長
、
統
計
調
査
事
務
所
出
張
所
長
、

食
糧
事
務
所
出
張
所
長
、
農
業
協
同

組
合
連
絡
協
議
会
長
、
農
業
技
術
者

会
議
会
長
、

県
販
購
連
出
張
所
長
、

農
林
課
長
、
農
業
指
導
所
長

阿
蘇
案
一
相
滋
養

人
づ
く
り
は

井
戸
端
会
議

の
母
達
か
ら

前京

結
婚
改
善
、
生
活
改
普
、
牒
机

際
問
止
な
ど
と
叫
ば
れ
て
い
る
の

は
表
面
だ
け
の
こ
と
で
、
そ
の
実
ま

す
ま
す
派
手
に
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
乙
れ
を

つ
り
あ
げ
て
い
る
も
の
は
、
日
備
の

井
戸
端
会
議
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
い
。
世
の
母
達
は

一
家
の
破
滅
を

自
ら
招
い
て
い
る
の
だ
が
、
乙
乙
ら

あ
た
り
に
人
.
つ
く
り
が
必
要
で
な
か

ろ
う
か
。
今
や
国
を
あ
げ
て
人
づ
く

り
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
で
、
空
念
仏

に
終
ら
せ
な
い
よ
う
市
に
お
い
て
も

要
望

-
-
-
-
h
h
H

・H.‘H
-
-
h
-
-
h
h

・‘h
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，
 
，
 
，
 
，
 

s
 ，
 

s
 ，
 
，
 
，
 

，
 
，
 
，
 
，
 
，
 

，
 
，
 

つ

で

b盆をむかえ

墓参 り

にぎわ

8
月
に
入
り
ま
す
と
宮
津
霊
園
は
祖

先
の
お
墓
ま
い
り
で
、
大
へ
ん
に
ぎ
わ

い
ま
す
。
こ
こ
に
は
現
在
千
三
百
余
り

の
墓
碑
が
た
ち
な
ら
び
、
お
と
ず
れ
る

墓
参
客
も
年
々
ふ
え
て
お
り
ま
す
。
市

で
は
休
け
い
所
の
改
修
や
霊
園
の
整
備

を
い
そ
い
で
お
り
ま
す
。

と
く
に
墓
参
す
る
人
の
多
く
な
る
日

日
か
ら
日
日
ま
で
の
お
盆
の
期
間
は
、

地
鉄
パ
ス
の
臨
時
パ
ス
が
運
行
さ
れ
ま

す。
な
お
昨
年
、
抽
せ
ん
に
よ
り
墓
地
の

使
用
権
を
得
ら
れ
た
万
に
は
、

墓
地
の

整
備
工
事
の
た
め
そ
の
使
用
を
延
期
し

て
大
へ
ん
と
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
工
事
が
完
成
し
、
使
用

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
し

ら
せ
し
ま
す
。

臨
時
パ
ス
時
間
表

マ
.屯
鉄
魚
津
駅
発
l
霊
園
下
一汀

年前
※
了
時
∞
分

7
・
初

※
8
・
∞

8
-
m

8

-
m
※

9
・
∞

、4，
h
'
nH
u
n
H
u

・nHU

[、

.
っL
'

l
.
n
u

午
後
※

4
・
∞

4
-
m

4

-
m

※

5
・
ω

5

-
m
※

5
・
叩

6
-m
6
-m

6
-m
 

7
・
叩

マ
霊
園
下
発

l
電
鉄
魚
津
駅
行

午前

7
時
市
分

7
・
刊

※
8
・
日

8
-
犯

9
・
∞

※
9
・
日

1
3

n

u

n

u
'
n
U
 

，‘
、
内
ベ
U

4

t

』

a.

e
B
E

午
後

4
・
m

4

・
犯

5
・
∞

※
5
・
日

5
・
叩

6
・

m

※

6-
m
6
・
日

※

7
・
∞

7
-
m

7

-
m
 

※
印
は
市
内
姐
り
で
、
電
鉄
魚
津
駅

|
郵
便
局
前
l
真
成
寺
通
l
中
央
通
|

仰
田
|
新
国
道
|
大
光
寺
l
霊
園
下
の

順
路
で
、
そ
の
他
の
も
の
は
電
鉄
魚
津

駅
!
西
部
中
前
1
新
国
道
|
大
先
寺
!

軍
園
下
の
順
路
で
す
。

訴
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
誕
生

こ
の
ほ
ど
経
由
に
少
年
消
防
ク
ラ
プ

が
誕
生
し
ま
し
た
。
乙
の
結
成
式
は
去

る
は
日
経
旧
小
学
校
庭
C
行
わ
れ
、
団

員
と
な
っ
て
活
躍
す
る
こ
十
八
人
の
少

年
少
女
の
代
表
に
朝
野
次
平
さ
ん
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
ク
ラ
プ
旗
が
お
く
ら
れ
、

そ
の
あ
と
消
防
車
二
台
に
分
乗
し
同
地

区
・伊
一
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
火
災
予
防
の
知
識

を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
避
難
訓
練

を
自
発
的
に
指
導
す
る
ほ
か
、
地
区
を

ま
わ
っ
て
火
災
を
な
く
し
よ
う
と
呼
び

か
け
、
防
火
に
協
力
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

写
真
H
ク
ラ
ブ
旗
が
市
長
か
ら
ク
ラ
ブ

代
表
に
わ
た
さ
れ
た

。
夜
間
開
館

図
書
館
で
は
暑
い
夏
の
間

夜
に
読
書
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
乙
う
と
夜
間
開
館
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

}
H
Y
 
期
間

H
8
月
初
日
ま
で

時
間
日
午
前
9
時
加
分
か

ら
午
後
8
時
叩
分

ま
で
。
〈
児
童
室

の
開
館
時
間
は
午

前
叩
時
初
分
か
ら

午
後
4
時
ま
で
〉

な
お
、
毎
週
水
曜
日
は
従
前
ど
お
り

休
み
ま
す
。

。
寺
島
さ
ん
が
図
書
を
寄
贈

こ
の
ほ
ど
神
明
町
寺
島
嘉

一
氏
よ

り
建
築
学
専
門
書
「
建
築
設
計
学
」

ほ
か
一
三

O
聞
の
図
書
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。

× 
: 図書館だより

× 使用料三
暑い夏をむかえて市民会館で

は7月から第 1、第2会議室に
新式の大型天井扇風機2台ずつ
をとりつけ涼しくなりましたの

でご利用をお待ちしています。

すでにど存知のように会館を

維持管屈するため、使用料がき

められていますが、今月は、そ

の料金をおしらせしましょう。

(写真=会議室にとりつけられ

た天上扇風機〉

の民会館三三 巾

北
陸
電
力
か
ら
・・
・・•• 

外
灯
は
み
ん
な
で

ま
も
り
ま
し
ょ
う

寄

ー
あ
り
が
と

f寸
う
ご
ざ
い
ま
し
た
1

紺
屋
町
大
沢

幸
雄

殿
の
遺
志
に
よ
る
)

上

村

木

西

浦

三

郎

ゆ
き
い
殿
の
遺
志
に
よ

本

新

水

本

栄

作

殿
の
遺
志
に
よ
る
)

金

屋

町

吉

田

秀

保

ゆ
殿
の
遺
志
に
よ
る
〉

持

光

寺

岩

崎

善

作

殿
の
遺
志
に
よ
る
〉

小
学
校

元
野

勝

行

横
田
正
明
、
横
田
清
明

い
子
供
に
対
し
て
)

本

江

林

信

行

金
)

訳

大ホーノレ

第 1会議室

内

~扇E嗣ー前 9 時|後 11時|後 6 時|前 9 時t優1 時i前 9 I侍
区 ~-- I~正守 1~ 5 時1~ 10時1'"後5時ト 10時l~後 1 0時

円| 円| 円| 円| 円| 円|イス
4.0001 6. OOJI 8.0001 9.000112.0001 15.0001 1.000個

1 収容人員
1. 2001 1. 5001 2.00011 20人程度

tr 

8001 1.000 

用使

600 

し
く

宇品

l
v
ト
J

仇ベノ

さ
の
到
来
と
な
り
、

電

一
段
と
噌
加
す
る
こ
と

け
に
な
る
際
、
と
く
に

た
だ
き
た
い
点
に
つ
い

ま
す
。

惟
か
め
て

ゐ
前
に
も
う

一
度
番
号

し
よ
う
。
よ
く
お
か

き
書
き
し
て
お
き
ま

// 

// 

市
民
会
館
建
設
寄
付
金

一

万

円

日

本

通

運

魚

滞

支

庖

八
千
百
円
六
郎
丸
代
表

川
西
清
吉

一
万
五
千
円
東
京
都
西
原
環
境
衛
生

研
究
所
社
長
西
原
惰
三

繊
維
卸
組
合
代
表
横
谷
正
良

友
道
大
多
賀
家
具
庖

不

動

工

業

田
万
町

金
山

尽

富

神
明
町
大
沢
清
太
郎

神

明

町

吉

森

孫

作

金

屋

町

坪
川
よ
し
校

日
カ
記
念
社
宅

代
表
長
沼
秀
五
郎

魚
津
市
連
合
青
年
団

一
万
円

三
千
円

千
五
百
円

千
円
二
千
円

二
千
円

五
百
円

三
万
九
千
円

五
万
円

人
.つ
く
り
対
策
を
推
進
し
て
も

ら

い

一

電
話
局
か
ら
:
・

た
い
。

一

電

話

を

正

(口
頭
で
|
加
積
、
農
家
の一

主
婦
)

一

か

け

F

こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
方
が

筈

多
く
な
ら
な
け
れ
ば
乙
の
運
動

一

外

灯
は
夜
の
通
行
を
安
全
に
す
る
ば

一

本
格
的
な
暑
守

は
進
展
し
な
い
で
し
ょ
う
。
市
民
生

一

か
り
で
な
く
、
惑
い
い
た
ず
ら
ゃ
い
ま

一話
の
ご
利
用
も
一

活
は
自
由
で
明
る
く
住
み
よ
く
あ
り

一

わ
し
い
犯
罪
か
ら
皆
さ
ん
脅
ま
も
る
大

一
と
思
わ
れ
ま
す
ν

た
い
の
は
人
情
で
す
が
、
こ
れ
ら
雄

一

切
な
役
目
を
果
し
て
く
れ
ま
す
。

一

電
話
を
お
か
門

動
は
す
べ
て
市
民
個
々
の
理
解
と
協

一

た
だ
心
な
い
人
や
子
ど
も
た
ち
に
よ

一気
を
つ
け
て
い
作

力
が
も
っ
と
も
必

要

で
す
。
市
で

一

っ
て
外
灯
を
破
損
さ
れ
る
こ
と
が
た
ま

一
て
お
し
ら
せ
し
古

は
各
種
団
体
を
通
じ
、
こ
れ
ら
の
進

一

-

た
ま
あ
り
ま
す
。
外
灯
の
い
た
ず
ら
は

一
マ
ま
ず
番
号
を
確

即時
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
が
、
ま
.ご
て
よ
:
・je-
-
7
-J
J
・--J
J
・--:
j
・・:
::・
5
・・r
一
み
ん
な
の
ご
協
力
で
や
め
さ
せ
る
よ
う

一

お
か
げ
に
な
る

ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
ろ
う
か
と
竺

…

町

内

対

抗

止
に
し
ま
し
ょ
う
o

一
を
よ
く
確
か
め
ま

わ
れ
ま
す
。
人
づ
く
り
運
動
や
改
善

式

軟

式

野

球

大

会

一

一

断
芯
や
故
障
し
て
点
灯
し
な
い
外
灯

一
け
に
な
る
所
は
按

運
動
は
ま
こ
と
に
困
難
な
問
題
で
す
た
日
時

8
月
刊
、
旬
、
時

日

一

一
が
あ
り
ま
し
た
ら
北
陸
電
力
魚
津
営
業

一
し
よ
う
。

が
、
市
民
総
ぐ
る
み
に
な
っ
て
目
ま

示

場

所

魚

津

高

校

東
部
中
学
校

九
一所
や
故
障
取
次
所
な
ど
へ
と
連
絡
く
だ

一
マ
ダ
イ
ヤ
ル
'
は
正

ぐ
る
し
く
蒙
る
社
会
環

境

の

中

で

、

二

庭

と

さ

い

口

一

指
や
鉛
筆
で
ム

ま
ず
顧
み
て
、
自
ら
の
人
づ
く
り
か

一山

申
込
み
は

6
日
正
午
ま
で
、
抽
せ

~
一

乙
わ
れ
た
外
灯
器
具
の
取
替
え
は
、

一
い
で
、
自
然
に
指

ら

一
人

一
人
が
改
善
運
動
〉
中
む
を

一い

ん
会
は

6
日
午
後
7
時
か
ら
魚
津

〈
一
町
内
外
灯
は
町
内
会
で
、
市
で
も
っ
て

一
マ
べ
戸
が
嶋
つ

-

。
l
o

一川

製
氷
K
K
で
行
い
ま
す
(
参
加
賀

川
一
い
る
も
の
は
、
市
で
そ
れ
ぞ
れ
取
替
え

一

ど
こ
に
い
て
・

柑
負
う
よ
う
心
得
た
い
も
の
で
す
イ
千
円
〉

司¥

、

)
一
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
で
き
る

一
-
』
電
話
機
を
取
一

・汁

-fm・-
t
一--M・・1
引い

-
一
一
だ
け
早
く
お
し
ら
せ
く
だ
さ
い
口

一
マ
受
話
器
は
正

ィ7

ペ7

グ

1.500170人

1.200130人

800110人

1 .0001 1.200 

8001 1.000 

600 500! 

800 

600 

400 

600 

500 

300 
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400 
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第2.3// 

休 憩室

。第4

// 

1.000115ノ¥

1.200130人

800110人

1，000円

800 

8001 1 .000 

5CO 600 

200 

200 

600 500 

600 

400 

3時間以内

ィ7

。

400 

500 

300 

300 

400 

200 

室

披露 室

応援 室

結婚式場

第 1控室

// 第 2

来日

受
話
器
が
正
し
く
か
か
っ
て
い
な
い

と
受
話
器
外
し
と
な
っ
て
、
電
話
が
か

か
っ
て
こ
な
く
な
り
ま
す
。

マ
連
続
ダ
イ
ヤ
ル
'は
止
め
ま
し
ょ
う

相
手
が
話
し
中
の
と
き
は
五
分
程
待

っ
て
か
ら
J

ダ
イ
ヤ
ル
し
て
下
さ
い
。
す

ぐ
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
も
つ
な
が
り
ま
せ
ん

マ
時
聞
が
き
け
る
時
報
.電
話
の
取
扱
を

し
て
い
ま
す
「

一
一
七
番
」
を
J

ダ
イ
ヤ

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
斜
金
は
市
内
通
話

料
と
同
じ
で
す
。

一

市

県

民

税

ニ

期

分

…

一

納

期

は

8
月
幻
日
で
す
一

雄
婦
検
診
日

8
月
刊
日
に
行
う
こ
と

の

変

更

に
な
っ
て
い
た
妊
婦
の

検
診
は
都
合
に
よ
り
お
日
に
変
更
し

ま
し
た
。
場
所
は
保
健
所
で
時
間
は

午
後
1
時
か
ら

3
時
ま
で
で
す
。


